
東京電力(株)福島第一原発の廃止措置等に向けた
機器・装置開発等に係るワークショップ（第2回）

「技術カタログの公募結果と活用について」

2012年12月19日

三菱重工業（株）
日立GEニュークリア・エナジー（株）

（株）東 芝

 東京電力(株)福島第一原子力発電所１～４号機の廃止措置等に向けた
燃料デブリ取出し準備の機器・装置開発に供することが目的。

 実際に採用できる可能性のある技術の情報を、「内外の叡智を結集する」
との観点で、国内外の各種研究機関や民間会社等から公募形式にてより
幅広く情報を募集。

 集約した技術を活用して機器・装置の仕様を策定し、それをもとに改めて
公募（一般競争入札）にて採用するベンダーを選定。（技術カタログの活用）

 集約した技術カタログについては公開するとともに、広く災害技術等に貢献
できるように、学協会にてメンテナンスを実施。

技術カタログとは



 公募形式による技術カタログの集約を広く協力要請すること
が目的

 『技術カタログに関するワークショップ』（平成２４年２月２４日）

⇒一次公募：国内の各種研究機関や民間会社に対して実施

 『国際シンポジウム』（平成２４年３月１４日）

⇒二次公募：海外の各種研究機関や民間会社に対して実施

技術カタログに関するワークショップ等の開催

技術カタログの例（1/2）



技術カタログの例（2/2）

技術カタログの集約結果

格納容器関連技術： 格納容器漏えい箇所点検技術、格納容器補修技術及び格納容器内部調査技術

事前のプラントメーカ調査（約120件）に加え、一次・二次公募にて様々な有用な技術の提案

（約270件）を頂いた。公募結果は、以下の経産省ホームページにて公開。

http://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/20120626_01.html

各プロジェクトでのシステム設計や機器・装置開発での技術調達に有効活用中。

除染技術
(セッション1)

格納容器関連技術
(セッション2)

合計

プラントメーカ調査
（事前調査）

32 89 121

一次公募 69 103 172

二次公募 43 59 102

合計 144 251 395



公募仕様書案
（調達が必要な技術）

要求仕様
1．○○性能

XXX
2．△△性能

YYY
3．△△性能

ZZZ

機器・装置開発における技術カタログの活用

技術カタログ ○○大学

装置性能：
Ａ：ＸＸＸ
・・・

技術カタログ ○○会社

装置性能：
Ｂ：ＹＹＹ
・・・

公募仕様書作成

外部有識者による

仕様書内容の確認

ベンダー公募
（一般競争入札）

採用ベンダーの
評価・選定

・採用ベンダーの選定においては、技術面のみな
らず、価格や品質管理等の観点も考慮して、総
合評価を行う。

・メーカー保有の技術を選定する場合ものカタロ
グ掲載技術と比較して問題ないことを外部有識
者にて確認。

参
考

公募仕様書案
（調達が必要な技術）

要求仕様
1．○○性能

XXX
2．△△性能

YYY
3．△△性能

ZZZ

公募仕様書
（調達が必要な技術）

技術仕様
1．○○性能

XXX
2．△△性能

YYY
3．△△性能

ZZZ

外部有識者による

評価結果の確認

ベンダー選定の
評価基準策定

外部有識者による

評価基準の確認

技術カタログ掲載の技術仕様を参考に、機器・装置の要求事項を装置仕様書・公募仕様書にまとめ
その内容を外部有識者により確認

公募プロセスに入る前段階では公募の評価基準を、外部有識者により確認

ベンダーの選定時には採用ベンダーの評価・選定結果について、外部有識者により確認

公募仕様書案記載の要求仕様例 （技術要求仕様）

技術仕様（詳細は、セッション1,2にて紹介）

-取扱対象（範囲、対象物）

-使用環境条件（温度、湿度、環境線量）

-機能要求（遠隔操作、踏破性能等）

-寸法要求

-動作精度要求

-構造要求（防水・防塵等）

-制御方式

-使用ユーティリティ（電源、圧縮空気、水等）

-耐用期間

-保守性

-付属機器

-塗装

等々



公募仕様書案記載の要求仕様例 （技術以外の要求仕様）

技術以外の要求仕様（装置・発注メーカにより一部相違あり）

-適用規格基準（JIS,JEC,JEM,IEC,IEEE,ISO等）

-納期・納入場所（受渡方法）

-工程管理（計画工程表、進捗報告等）

-品質管理要求事項

-特殊作業技能認定要否

-異物混入対策

-試験検査（員数、外観、寸法、機能等の検査及び要領書提出）

-梱包・納入

-提出図書（種類と承認要否）

-機密保持（発注メーカからの提供情報の管理等）

-保証期間

等々

採用ベンダーの評価・選定例（評価手順）

 以下のいずれも満足する者を落札予定者とする。

次の要件をともに満たしている者

①入札価格が予定価格の範囲内であること。

② 「評価項目一覧」に記載される要件項目（次葉参照）を全て満たしていること。

のうち、「総合評価点」の最も高い者

・ 総合評価点は技術点と価格点から構成する。

・ 技術点は、機器・装置、或いはメーカ毎により異なる。

・ 技術点と価格点の配分比率も、機器・装置、或いはメーカ毎により異なる。



採用ベンダーの評価・選定例（評価項目）

 購入範囲
-公募仕様書記載の要求範囲と合致していること。

 仕 様
-要求仕様を満足していること。

 品質保証体制
-品質保証体制があること。

 アフターサービス体制
- アフターサービス体制があること。
-原子力発電所の管理区域内でのアフターサービス対応が可能であること。

 納入実績
-原子力分野での納入実績があること、もしくは産業界での多数の
納入実績があること。

公募のスケジュール(予定及び計画)

（注）破線はプラントメーカ側（発注側）の作業を示す。


